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【幸ケ谷地区】
横浜駅の北東に隣接し、地区内に京急神奈川駅がある。徒歩で横浜駅に出ることもできるので、交通の利便性が高い地区である。戸
建住宅が幸ケ谷周辺に見られる一方、栄町・金港町・大野町にはタワーマンションが多く立地しており、マンションへ転入による20代後
半から40歳代の人口が増えている。地区社協や各自治会町内会では交流を目的としたイベント・事業が実施されている。
人口：10,785人　高齢化率：14.8％（令和３年３月現在）

【神西地区】
JR東神奈川駅の西側に広がる地区。地区内を国道1号と横浜上麻生線が交差している。東神奈川駅周辺の二ツ谷町・西神奈川一丁
目・富家町はマンションが多く、鳥越・立町には戸建が多い。各自治会町内会にてサロン・昼食会が月に１回行われており、見守り活動
を兼ねた居場所づくりが行われている。
人口：6,378人　　高齢化率：18.9％（令和３年３月現在）

【青木第一地区】
横浜駅に近く、地区に隣接して東急東横線反町駅、京急線神奈川駅、市営地下鉄三ツ沢下町駅があり交通の利便性が良い地区。丘
の上は戸建が多く、幹線道路沿いや公園の周辺にはマンションも多く立地。自治会町内会は14町会で構成されており、それぞれの地
理や住民性を活かして地域行事や居場所づくりが活発に行われている。
人口：15,734人　高齢化率：19.5％（令和３年３月現在）

【青木第二地区】
北側は反町駅周辺の起伏ある丘の上に位置し、戸建が多い。南側は国道1号線沿いの市街地でマンションが多く立地している。交通の
利便性が良いため、20歳代～40歳代の人口が増加傾向にある。地区全体で防災をテーマとして安否確認訓練を行い、要援護者の状
況把握・情報共有を行っている。
人口：5,544人　高齢化率：16.9％（令和３年３月現在）

・高齢化率は横ばいだが、認定取得率が増加している。また、コロナ禍により外出自粛が続いており、ADLの低下や認知症状の進行の
相談が増えてきている現状から、さらに高齢者の介護予防や健康管理の意識付けが必要であるため、広く地域で介護予防・健康を意
識した取組をすすめていく。
・マンション特有のプライバシーを重視した生活スタイルやセキュリティの高さから、周囲からの状況把握ができにくいという課題があ
る。一方、戸建の住宅地域では高齢化が進み、更なる要援護者の把握や見守りが課題となっている。今後もふれあい活動員の活動支
援だけでなく、民生委員との連携強化や要援護者の早期発見対応の取組が重要となる。
・医療・介護の複合的な支援が必要な相談が増えているが、かかりつけ医がいないケースも多いため、医療も含めた多職種連携による
解決に向けたアプローチが必要である。

—具体的な取組内容－

ケアプラザに相談窓口としての機能があることを引き続き周知する。
・各関係機関（病院・銀行・施設等）へ訪問し、説明するとともに二次元コードを掲載した広報紙・チラシ等の配架依頼を行う
・地域の会合や出前講座でケアプラザの機能を伝える

地域に必要な自主事業を実施する。
・世代間交流事業（ボッチャ）
・夏休み小中学生向けボッチャ交流会
・反町展示会の実施
・未就学児とその親を対象とした事業実施

医療と介護の連携が図れる機会を作る。
・施設協力医参加による地域ケア会議及びケアマネルームの開催
・医療機関協力による健康講座等の実施
・医療ニーズの高いケースについて在宅医療連携拠点と連携して対応

包括レベル地域ケア会議を開催する。
・日頃の総合相談・支援の分析を通して得られた地域課題を明確化
・地域課題解決のための取組を検討（住民組織・自治会等との情報交換）

令和４年度 反町地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—

◆ 事業計画

□ 地域の現状

□ 今年度の重点的な取組

□ 今後の方向性

サロン等の活動継続、再開に向けた働きかけができる。
・情報交換
・担い手向けの勉強会の実施
・活動の再開に向けた方向性の検討



【全体を通して】

  今年度は、新型コロナウイルスの影響で中止していたサロン・茶話会等の再開に向けての働きかけが多く見られました。サロン運営
者のモチベーション維持や、接触が憚られる中での開催など、苦労した部分が多かったと思います。また、「ケアプラザ祭り」に代わり
「反町展示会」を開催するなど、密集密接を避けながら、地域活動を発信する機会を設けるなど工夫もありました。
　ボッチャでは、昨年度までの大人中心の構成から、小中学生も加えて、交流会を行うなど地域全体で盛り上がるような仕掛けとなりま
した。また、反町男塾では、ウォーキングや勉強会などの企画に加えて、スマホ、タブレットの使い方講座を実施し、活動の幅が広がり
ました。
　出前講座、出張相談も各所で実施しており、栗田谷中やうらしま荘における認知症サポーター養成講座の実施やトヨタの職員キャラ
バンメイトとの交流、連携なども今後の進展が期待されます。普段から地域にしっかり入って関係を地道に構築されていることで、地域
にケアプラザの役割が伝わり、一緒に地域課題を解決していこうという風土が生まれているように思います。
　今後も、積極的に地域に出向くことで信頼を得ている強みを活かしながら、より多くの人にとって気軽に相談できる窓口となることを期
待しています。

□ 振り返り

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 区からのコメント

【各項目の振り返り】
・ケアプラザのチラシを作成し、周辺の公共機関や自治会に配布して、周知を行った。チラシを持って来所相談に繋ぐことが出
来たり、関係機関には、職員の顔を知ってもらうことが出来た。
・ケアプラザについての出前講座を実施し、多世代の参加者にケアプラザを知ってもらう機会となった。
・サロン・茶話会連絡会で介護予防勉強会を全６回実施した。グループワークで他のサロンや団体の活動を情報共有すること
が出来た。各講座の内容をサロンのプログラムに活かして実施することが出来た。
・12月と２月に世代間交流のボッチャ大会を予定している。
・11月に反町展示会を開催した。今年度は職員が作品搬出入したことで、ケアプラザから遠い地域住民の作品も展示すること
ができた。また、昨年度と比べ来場者数も増えており、ケアプラザ祭りに代わる行事として徐々に浸透しつつある。
・コロナ感染拡大を注意しながら、未就学児とその親が集える場を提供し、親同士の交流が図れることができた。
・元気づくりステーションやサロン連絡会の勉強会で理学療法士を講師にロコモ予防についての講座を開催したり、介護者の
つどいでは「認知症と薬について」を薬剤師に話していただくなど、また、地域ケア会議に薬剤師の参加があったり、薬局で出
張相談を行うなど医療との連携ができた。
・個別レベルの地域ケア会議を実施し、他にも認知症の相談が増えた背景もあり、ふれあい活動員の情報交換会を行ってい
る地域での包括レベルの地域ケア会議の開催予定となっている。

・ケアプラザの役割や機能を理解・周知するために、チラシを作成し配布や配架をするなどの機会を設けてきた。地域の方々
へケアプラザの役割や機能を知ってもらうための取組を引き続き検討していく。
・現在利用されている方からは駅から近いことなど立地が好条件であることで、ケアプラザへ足を運びやすいと言うお声をいた
だいている。そのような状況からケアプラザで実施した展示会や体操教室、講座へも多くの方が参加されている。ケアプラザの
立地を生かした居場所や介護予防の取組を継続していく。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

令和４年度反町地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

１　利用者・事業者を問わず、公正・中立性を確保し
た対応が行えるよう、居宅介護支援事業所の紹介の
際は、複数の事業者の情報を伝え、相談者が選択で
き、不利益が生じないよう情報提供することに努めま
す。

２　公正性・中立性を客観的に評価するため、利用者
アンケートを実施し、結果について振り返りを行い、
業務改善に活用するとともに館内に掲示します。

１　公正・中立性の確保に向け、日頃より事業所の一
覧（ハートページなど）を活用し、相談される方の意向
を確認した上で事業所の空き状況を確認し、相談さ
れる方々に選択をしていただけるようにお伝えしてい
ます。

２　公正・中立性に関するアンケート、及び利用者ア
ンケートを実施し、結果やご意見を掲出しました。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

１　運営施設の事故報告だけでなく、法人全体におけ
る事故報告を集計分析するとともに、職員間で共有し
ます。その結果を受けて、施設で事故の分析や再発
防止に向けた検討・対応を行い、事故防止に役立て
ます。また、ヒヤリハット事例の抽出・共有を行い、事
故や事故までには至らない潜在リスクの情報につい
ても職員全体で共有・分析し、事故防止に生かしま
す。

２　個人情報保護に関する研修を実施し、誓約書を
全職員と取り交わすことで意識啓発並びに体制整備
を行い個人情報の保護に努めます。また、ケースファ
イル等個人情報が含まれる書類の取り扱いについ
て、必要時以外の部持ち出しの禁止といった事業所
内ルールを職員に定期的に周知します。ボランティア
や実習生に対しても、施設内で知り得た情報の守秘
義務について説明します。

1　ヒヤリハットを記録として残し、朝や夕のミーティン
グ内で共有を行っています。法人内でのヒヤリハット
や事故事例などについても会議内で共有を行い、対
応について検討を行い事故防止に努めました。

2　個人情報取り扱いについて、全職員向けに研修を
実施し、誓約書の取り交わしや朝や夕のミーティング
でも注意喚起を行っています。チェックリストを用い
て、各自職員の業務内で見落としがないように意識し
業務に取り組んでいます。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

１　利用者本人が目標を理解した上で、その達成の
ために必要なサービスを主体的に利用して、目標の
達成に取り組んでいけるような計画を作成し、実行で
きるよう支援を行います。

２　プランの中に給付以外のサービスＢや地域のイン
フォーマルサービス等を組み込む等、地域の特性を
生かし、「心身機能」「活動」「参加」にバランスよくアプ
ローチする支援を行います。

居宅介護支援事業

法令を遵守し、ご本人とご家族が住み慣れた地域で
安心して自立した日常生活が送れるように支援を行
います。インフォーマルサービスを取り入れることを
意識しながら、常に利用者本位を根底においたケア
プラン作成を行います。
　事業所内に地域包括支援センター、デイサービス
が併設されている事で情報交換を密に行える強みを
生かし、さまざまなケースに対して最善の対応を行っ
ていきます。
また必要に応じて適宜、介護保険制度等の最新情報
をご本人やご家族に提供していきます。



職員
体制

契約
者数

管理者　1名（常勤兼務）
看護師　１名（常勤兼務）
主任ケアマネジャー１名（常勤兼務）
社会福祉士２名（常勤兼務）
ケアマネジャー２名（非常勤専従）

管理者　１名（常勤職員兼務）
介護支援専門員　４名（常勤職員兼務１名、常勤専
従１名、非常勤職員専従２名）

127名



目標

実施
体制

利用
料金

・
実費
負担

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

安全で、楽しく、豊かな場の提供
1　自立支援を念頭に、ニーズに応
じた少人数制の選択プログラムや
季節のイベント、体操プログラムの
充実
２　居宅介護支援事業所とのきめ
細やかな情報提供と相談、風通し
の良い関係づくり

【実施日数】　週７日（ただし、12月
29日から１月３日までを除く）
【提供時間】
午前10時15分から午後３時20分
【定員】　30名（第１号通所事業と併
せて）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【通所介護】＜ １割負担＞
（要介護１）  　608円
（要介護２）    719 円
（要介護３）    829 円
（要介護４）    939 円
（要介護５）　1,050 円
●食費負担　　800円
●入浴加算      43 円
●体制強化加算Ⅰ　24 円
●介護職員処遇改善加算Ⅰ
所定単位数に1000分の59を乗じた単
位数を加算します。
●介護職員特定処遇改善加算Ⅰ
所定単位数に1000分の12を乗じた単
位数を加算します。

【第1号通所事業】＜１割負担＞
（要支援１）　　　　　　1,793円
（要支援２-①）　　　 1,793円
（要支援２-②）　　　 3,675円
●食費負担　　 800円
●体制強化加算Ⅰ
 (要支援１、要支援２-①) 95円
（要支援２-②）189円
●介護職員処遇改善加算Ⅰ　所定単
位数に1000分の59を乗じた単位数を
加算します。
●介護職員特定処遇改善加算Ⅰ
所定単位数に1000分の12を乗じた単
位数を加算します。
※２割、３割負担の方は割合に応じた
金額を徴収します。



職員
体制

管理者　１名（常勤兼務）
生活相談員　３名
 （常勤兼務２名、非常勤兼務１名）
看護職員　６名（非常勤兼務６名）
介護職員　８名
 （常勤兼務２名、非常勤兼務６名）
機能訓練指導員　６名
（非常勤兼務６名）

契約
者数
等 【契約者数】　57名 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】　4,513名 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】



反町地域ケアプラザ

1 反町ケアマネルーム
平成19年
度

２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

ケアマネジャーの資質向上や情報提供等
ケアマネジャーへの支援。

６：事業者 ５：地域

・施設協力医の協力のもと、所内および近隣
の居宅介護支援事業所、介護予防支援事業
所、包括職員に周知し、ケアマネジャー向けの
勉強会や情報交換会を開催。また、ケアマネ
ジャー同士の横のつながりの支援を行う。
・毎月第３金曜日　13：30～14：30

2 認知症サポーター養成講座 平成27年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

認知症に対する理解を深め、地域で見守
りを行う体制づくりを目指す

５：地域 １：高齢者

認知症に対する理解を深める為の講義、
DVD視聴、寸劇等
※ご要望に応じて日程調整の上実施しま
す。

3 介護者のつどい 平成12年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

在宅で要介護者を抱えている家族介護者
等を対象に、交流会による気分転換、専
門職からの助言や情報提供、参加者の相
互交流等による介護者支援を目的に実
施。

５：地域 １：高齢者
・反町エリア対象
・会場：反町地域ケアプラザ
・第3火曜開催、各13：30～14:30

4
神奈川宮前郵便局　出張相談
会

平成25年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

反町地域ケアプラザへの来館が難しい方
でも気軽に相談できる環境づくり、身近な
相談窓口としての周知

５：地域 １：高齢者

・幸ヶ谷地区対象
・会場　神奈川宮前郵便局
・年6回偶数月15日　11：00～12：00
・神奈川宮前郵便局と共催

5
横浜ポートサイド内郵便局　出
張相談会

平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

反町地域ケアプラザへの来館が難しい方
でも気軽に相談できる環境づくり、身近な
相談窓口としての周知

５：地域 １：高齢者

・幸ヶ谷地区対象
・会場　横浜ポートサイド内郵便局
・年6回偶数月15日　9：30～10：30
・横浜ポートサイド内郵便局と共催

6
司法書・行政書士による無料
相談会（成年後見・遺言・相続）

平成26年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

権利擁護についての普及啓発 ５：地域 １：高齢者

・反町エリア対象
・会場　反町地域ケアプラザ
・年２回　司法書士６月、行政書士12月
　各13：30～15：00
・神奈川区地域包括支援センター連絡会
社会福祉士分科会と共催

7 ライフデザインノート活用講座 平成31年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

権利擁護についての普及啓発 ５：地域 １：高齢者 ・ライフデザインノート活用講座

8 布おもちゃ制作・貸し出し 平成12年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

布おもちゃ制作ボランティアを育成し、布
おもちゃの製作、貸し出しを行う。世代や
障害の有無を問わず、地域に布おもちゃ
普及を目的に実施。

５：地域
３：養育者及
び乳幼児

・布おもちゃの製作、貸し出し、管理
・貸し出しについては常時可能。製作およ
び管理は毎週火曜日10：00～15：00

9 青木なかよし会 平成8年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

高齢者を対象に、閉じこもり防止や介護予
防などを行う。

１：高齢者 ５：地域

・高齢者サロン
主に青木第一地区にお住いの高齢者対
象
・体操、歌、ゲーム、手芸、誕生日会等
・毎月第１火曜日　13：30～15：30

10 ご近所お茶飲み会 平成6年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

外出する機会の少ない高齢者を対象に、
様々なプログラムを通して交流する場を提
供することを目的に実施。

１：高齢者 ５：地域

・高齢者対象の茶話会
・体操、歌、ゲーム、手芸、誕生日会等
・毎月第２.４水曜日　13：00～14：45

11 木曜いこいの広場 平成11年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

外出する機会の少ない高齢者を対象に、
プログラムを通して交流する場を提供する
ことを目的に実施。

１：高齢者 ５：地域

・高齢者サロン
・茶話会、手芸、ゲーム　等
・第１・第３木曜日（祝日休会）
　13：00～15：00

令和４年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

事業名
主な
対象者

従たる
対象者
(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

事業名
主な
対象者

従たる
対象者
(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

12 反町活き粋シニアの会 平成18年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

健康で心豊かなシニアライフを送ることを
目的に、交流や体操を実施。

１：高齢者 ５：地域
・交流会（勉強会）
・運動健康指導しによる健康体操
・毎月第２.４金曜日　13：00～14：30

13 悠々亭 平成13年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

誰でも気軽に楽しめるお茶会の開催を通
じて、地域の方々に交流する場を提供す
ることを目的に実施

５：地域 １：高齢者
・椅子式のお茶会
・毎月第３土曜日　13：00～15：30

14 たんたんキッズ 平成27年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

子育てに関して同じ悩みを抱える者同士
で気軽に集う仲間づくりの場として実施。

３：養育者及
び乳幼児

５：地域

・親子の手遊び、布おもちゃ等で遊べるフ
リースペース、季節の歌、絵本の読み聞
かせ　等
・毎月第２月曜日　10：00～11：２0
（祝日休会）

15 かなプラ子育て応援タイム 平成20年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

子育て支援の一環として、育児中のリフ
レッシュや仲間づくり、親子でも体験を通じ
たふれあいを目的に実施。

３：養育者及
び乳幼児

５：地域

・子育て支援拠点かなーちえと共催
・「たんたんキッズ」ボランティアと一部共
同企画あり
・年2回開催　10：00～11：30

16 親子の遊び場「リトモバンビ」 平成22年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

子育て支援の一環として、歌や運動、手遊
び、工作などを通じて、親子のコミュニケー
ションおよび交流、仲間づくりを目的に実
施

３：養育者及
び乳幼児

５：地域

・全６回　３回×２クール
　10：15～11：15
・歌、音楽、工作、手遊びを楽しめる
　親子向け講座

17 福祉まつり 平成25年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

地域住民、近隣福祉関係施設や活動団体
等との交流を目的に実施

５：地域

・年１回６月頃開催　10：00～15：00
・ケアプラザブースにて輪投げ
※近隣施設、反町第一町内会との共催事
業

18 たんまち祭り 平成27年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

反町地域ケアプラザの周知を地域住民に
行うとともに、本施設を拠点として活動す
るボランティアグループの紹介および交流
を目的に実施。

５：地域

・年１回開催　11月頃開催
　11：00～15：00
※たんまち福祉活動ホームとの共催

19 会場利用団体交流会 平成28年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

反町地域ケアプラザの会場を利用してい
る団体Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの活動紹介および団体
同士の交流、また会場利用のルール確
認、ケアプラザの周知、ボランティアへの
啓発などを目的に実施

５：地域 ７：その他
・年１回開催　10：00～12：00
・会場利用の説明、ボランティア感謝式、
グループワーク等

20 布おもちゃ講習会 平成22年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

ボランティアグループ「布おもちゃグルー
プ」の活動と鵜のおもちゃの貸出事業周
知、および担い手育成を目的に実施。

５：地域
３：養育者及
び乳幼児

・全３回　10月予定
・布おもちゃの作成
※布おもちゃグループとの共催事業

21 反町体操教室 平成17年度４：共催（１と２）
２：発展させるね
らい

転倒、骨折予防を目的に実施 １：高齢者 ５：地域
・転倒、骨折予防の体操
・原則毎月第１.３月曜日　13：30～15：30

22 かなプラ共催タイム 平成29年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

保育所利用申請遺書配布に先立ち、保育
所入所申請に向けての書類の書き方など
を学ぶ説明会

３：養育者及
び乳幼児

５：地域

・保育コンシェルジュ講師
・保育所入所に向けての基本事項
・就業証明書の書き方
・質問タイム　等

23 反町男塾 令和元年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

高齢期の男性を対象に、地域活動への参
加や生きがいづくり、仲間づくりを目的に
実施。

５：地域
１：地域活動
交流事業

・毎月第１金曜日10：00～11：30
・毎回内容を決定



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

事業名
主な
対象者

従たる
対象者
(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

24 親子でワッと遊ぼう 平成23年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

子育て支援の一環として、子育て中の保
護者とその子どもがいきいきと活動できる
場の提供を目的に実施。

３：養育者及
び乳幼児

５：地域
・親子の手遊び、親子の交流　等
・奇数月第３金曜日　10：00～11：30

25 みんなでボッチャ楽しもう！ 令和3年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

高齢者の介護予防と世代間交流を目的に
実施。

１：高齢者 ５：地域
・毎月第２・４月曜日　15：00～17：00
・対象者は年齢・性別不問
・スポーツ「ボッチャ」を楽しむ

26 反町展示会 令和4年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

高齢者の趣味や特技をケアプラザの会場
を活用して披露することで、生きがいづくり
につなげることを目指す

１：高齢者 ５：地域
・年１回開催
・ケアプラザ周辺の主に高齢者の作品を
展示

27 サロン・茶話会連絡会 平成28年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させるね
らい

サロン・茶話会の担い手が運営に係る課
題や工夫について話し合える場を設ける
ことで活動者のネットワークを構築し、活
動の維持・拡充を目的に実施 ５：地域 １：高齢者

・反町地域ケアプラザの担当エリア対象
・サロン・茶話会団体対象

28 会場利用説明会 令和４年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

反町地域ケアプラザを利用している団体
向けに実施。予約方法変更点、コロナ禍
においての貸館利用方法、利用上の注意
点等について説明

５：地域 1.2.3.4.6.7

全３回
・12/3　15：00～
・12/6　10：00～
・12/6　13：30～　いずれも同内容

29 介護予防講座 令和4年度 ４：共催（１と２）
２：発展させるね
らい

地域高齢者が自ら介護予防や健康に意
識ができるように、介護予防普及啓発事
業を活動団体「たんぽぽ会」と共催で実施

５：地域 1

・全４回
・7/20　体力測定de健康アップ講座
・8/17　栄養講座
・9/21　口腔ケア講座
・10/19　健康体操講座



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

19,085,485 2,115,850 21,201,335 21,201,335 0

0 0 0 0 0

0 413,000 413,000 413,000 0 物価⾼騰の影響を踏まえた横浜市による運営⽀援

0 0 0 34,000 △ 34,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 34,000 △ 34,000

3,698,500 0 3,698,500 3,698,500 0

22,783,985 2,528,850 25,312,835 25,346,835 △ 34,000

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

11,649,496 0 11,649,496 9,209,816 2,439,680

9,402,996 0 9,402,996 6,756,698 2,646,298

850,000 0 850,000 786,799 63,201

1,000,000 0 1,000,000 1,469,209 △ 469,209

30,000 0 30,000 9,255 20,745

6,000 0 6,000 6,250 △ 250

360,500 0 360,500 180,986 179,514

0 0 0 619 △ 619

3,000,000 0 3,000,000 2,022,678 977,322

60,000 0 60,000 5,606 54,394

795,000 0 795,000 580,693 214,307

100,000 0 100,000 0 100,000

300,000 0 300,000 0 300,000

500,000 0 500,000 284,275 215,725

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

250,000 0 250,000 82,830 167,170

5,000 0 5,000 0 5,000

20,000 0 20,000 8,434 11,566

50,000 0 50,000 4,470 45,530

50,000 0 50,000 27,760 22,240

110,000 0 110,000 124,733 △ 14,733

50,000 0 50,000 5,899 44,101

50,000 0 50,000 9,000 41,000

660,000 0 660,000 888,978 △ 228,978

200,000 0 200,000 273,751 △ 73,751

42,000 0 42,000 0 42,000

158,000 0 158,000 273,751 △ 115,751

0 0 0 0 0

0 190,850 190,850 185,160 5,690

0 190,850 190,850 185,160 5,690

0 15,000 15,000 10,242 4,758

0 15,000 15,000 10,242 4,758

6,460,489 413,000 6,873,489 7,238,782 △ 365,293

2,245,000 413,000 2,658,000 0 2,658,000

900,000 0 900,000 0 900,000

180,000 0 180,000 0 180,000

1,375,000 0 1,375,000 0 1,375,000

空調衛生設備保守 0 0 0 0 0

消防設備保守 55,000 0 55,000 0 55,000

電気設備保守 75,000 0 75,000 0 75,000

害虫駆除清掃保守 45,000 0 45,000 0 45,000

駐車場設備保全費 0 0 0 0 0

その他保全費 1,200,000 0 1,200,000 0 1,200,000

1,460,489 0 1,460,489 0 1,460,489

300,000 0 300,000 7,238,782 △ 6,938,782

474,000 1,910,000 2,384,000 1,489,249 894,751

1,000,000 0 1,000,000 985,699 14,301

0 0 0 0 0

1,000,000 0 1,000,000 985,699 14,301

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 900,411 △ 900,411 指定管理料戻入

22,783,985 2,528,850 25,312,835 22,315,788 2,997,047

0 0 0 3,031,047 △ 3,031,047

0 0 0 0 0

158,000 0 158,000 273,751 △ 115,751

△ 158,000 0 △ 158,000 △ 273,751 115,751

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

令和４年度　「反町地域ケアプラザ」

支出の部

科目

収入合計

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目

指定管理料

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）

雑入

自動販売機手数料

その他

その他

印刷代

横浜市による運営支援

人件費

本俸

社会保険料

手当計

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

その他

事務費

印刷製本費

消耗品費

会議賄い費

旅費

手数料

通信費

使用料及び賃借料

備品購入費

図書購入費

施設賠償責任保険

職員等研修費

振込手数料

リース料

その他

清掃費

修繕費

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計

差引

自主事業費　収入

自主事業費　支出

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる支出

地域協力費

事業費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）

その他

その他

機械警備費

設備保全費

共益費

その他

公租公課

事業所税

消費税

印紙税

管理費

光熱水費

運営協議会経費

その他

ＩＣＴ整備費（追加）

ＩＣＴ整備費（追加）

サニタリーボックス（追加）

サニタリーボックス



収入の部 （単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

29,674,231 0 29,674,231 29,674,231 0

154,000 0 154,000 154,000 0

5,802,000 0 5,802,000 5,802,000 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 113,600 △ 113,600

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 113,600 △ 113,600

6,301,000 0 6,301,000 6,301,000 0

41,931,231 0 41,931,231 42,044,831 △ 113,600

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

38,381,000 0 38,381,000 31,205,158 7,175,842
22,000,000 0 22,000,000 14,850,750 7,149,250
4,700,000 0 4,700,000 3,940,787 759,213
9,059,000 0 9,059,000 10,557,070 △ 1,498,070

80,000 0 80,000 40,861 39,139
42,000 0 42,000 28,250 13,750

2,500,000 0 2,500,000 1,784,484 715,516
0 0 0 2,956 △ 2,956

865,000 0 865,000 708,150 156,850
50,000 0 50,000 9,150 40,850

100,000 0 100,000 7,045 92,955
50,000 0 50,000 0 50,000
85,000 0 85,000 5,124 79,876

100,000 0 100,000 40,607 59,393
0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0
200,000 0 200,000 172,160 27,840

5,000 0 5,000 0 5,000
3,000 0 3,000 2,241 759

50,000 0 50,000 7,364 42,636
5,000 0 5,000 8,291 △ 3,291

32,000 0 32,000 32,260 △ 260
5,000 0 5,000 204 4,796

0 0 0 0 0
180,000 0 180,000 423,704 △ 243,704

1,104,000 0 1,104,000 714,150 389,850
630,000 0 630,000 525,000 105,000
100,000 0 100,000 0 100,000
154,000 0 154,000 154,000 0
220,000 0 220,000 35,150 184,850

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

1,455,231 0 1,455,231 1,916,330 △ 461,099
400,000 0 400,000 0 400,000
300,000 0 300,000 0 300,000
60,000 0 60,000 0 60,000

307,000 0 307,000 0 307,000
空調衛生設備保守 0 0 0 0 0
消防設備保守 20,000 0 20,000 0 20,000
電気設備保守 25,000 0 25,000 0 25,000
害虫駆除清掃保守 12,000 0 12,000 0 12,000
駐車場設備保全費 0 0 0 0 0
その他保全費 250,000 0 250,000 0 250,000

388,231 0 388,231 0 388,231

0 0 0 1,916,330 △ 1,916,330
126,000 0 126,000 19,807 106,193

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 4,928,066 △ 4,928,066 指定管理料戻入

41,931,231 0 41,931,231 39,491,661 2,439,570
0 0 0 2,553,170 △ 2,553,170

0 0 0 0 0

474,000 0 474,000 189,150 284,850

△ 474,000 0 △ 474,000 △ 189,150 △ 284,850

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

振込手数料

通信費

使用料及び賃借料

備品購入費

図書購入費

施設賠償責任保険

職員等研修費

その他

事業費

手数料

地域協力費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】

社会保険料

手当計

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

指定管理料【生活支援】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】

令和４年度　「反町地域ケアプラザ」

科目

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援・チームオレンジ＞

指定管理料【包括】

指定管理料【介護予防】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

協力医

その他

その他

リース料

事務費

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

その他

収入合計

支出の部

科目

人件費

本俸

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】

雑入

印刷代

自動販売機手数料

管理許可・目的外使用許可に関わる収支

支出合計

差引

自主事業費　収入

自主事業費　支出

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他

事業所税

消費税

印紙税

光熱水費

機械警備費

設備保全費

清掃費

修繕費

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

その他

共益費

その他

公租公課

その他

管理費



令和４年４月１日～令和５年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引
14,907 14,969 -62 22,623 20,322 2,301 53,466 39,294 14,172

0 0 0 0 0 0 0 350 -350
事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 0 106 -106

横浜市による運営支援 0 0 0 0 0 0 0 244 -244

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14,907 14,969 -62 22,623 20,322 2,301 53,466 39,644 13,822

6,119 6,641 -522 18,372 17,005 1,367 36,916 38,558 -1,642
17 194 -177 48 68 -20 288 355 -67

305 424 -119 504 601 -97 7,621 7,535 86
0 0 0 20 20 0 13,032 12,139 893

5,817 6,110 -293 0 0 0 0 0 0
利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
消費税 0 0 0 0 0 0 0 0 0
介護予防プラン委託料 5,817 6,110 -293 0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12,258 13,369 -1,111 18,944 17,694 1,250 57,857 58,587 -730

2,649 1,600 1,049 3,679 2,628 1,051 -4,391 -18,943 14,552収支　（Ａ）－（Ｂ）

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費
 事務費
 事業費
 管理費
 その他

支出合計（Ｂ）

令和４年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：反町地域ケアプラザ

収
入

科目 第１号介護予防支援・介護予防支援 居宅介護支援 通所介護・第１号通所介護

 介護保険収入
 その他


